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8. 動作原理

極低電力高精度のセイコークリスタノレクロノメーター QC-951ー耳 型の簡単な動作

〔図－ 2 

そして電源から総成されております。

Gear train and Indicator 

Second・correct1on 
d凹ice

モータ一回路， 輪列指示機構

8.-l 7.l<品発振回路と温度補正

ーーー事・ 発振器出力信号→議→長一争了長一幕

嘗
〔図－ 3 

き雪

71<品発振回路の構成は〔図－ 3〕の占禁になっております。まず電話f-71＇はいって電流が

流れると11<品発振子はごく微弱な振動を始めます。これを入力抵抗の高いエミッタホ

ロワのトランジスター Trlで、とらえ次の増幅トランジスターTr2~；こ入れ， 出力ト ラン

ス Tlに大きな電圧を発振子に加えて励振すると水晶片は大きく振動し， これを再び

Tr lでとらえます。これが繰返されて水晶片はますます振幅を大きくし回路定数で決

まる安定点で落ち着き温度が一定ならば安定した固有振動数を持続します。温度が変

化しますと水晶片は本質的にその固有振動数にわずかの変化を生じます。この変化量
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を電気回路て・補正するためにサーモバリコンを用いています。

水品発撮子は l本ずつそれぞれ温度に対する特性が異なるためにその特性をとらえ
水品発振子工本ごとにパリコンの変化量を合致させて水晶片固有の温度特性を締正し
ています。また， トリマーコンデンサ｛の納を k下させ，時計の緩急をしています。
電圧を一定に保つために充電式電池を内蔵し電圧変動による誤差を防止し出力もパジフ
アーアンプを兄段設け安定度の向上をはかつています。

〔図－4〕に Tr2Tr4のオシログラフ波形を示します。

0¥1 

-3 
TI2(d）コレクタ波形 Tr4(h）コレク F波形

〔図－ 4 ) 

8.-2 分周囲路（第一段～第三段）

〔図 －5〕の織成で分周一段から三段までの回路方式を採用し一石のトランジスタ
ーとトランスで Blocking発振回路を形成しています。

一昨葎ト4千事ト昨吾ト分周出力
第一段 第二段

L図－ 5) 

第三段

各段の違いは回路の時定数がそれぞれ異なっています。この分周器に発振器からの同
期信号を加え分！司同期させますと正縫に正数分のーに分周され

第一段は 6269. 388 Hz x b合＝ 2089.ヴ笥 Hz

第二段は

第三段は

2089.ヴ96Hz x J/4= 522.449 Hz 

522.449 Hz x J/4= 130.612 Hz 

となり，この信号が次の分周第四段へ送られます。
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〔図－ 6〕にTr7のオシログラフ

の澗膨を示します。

ov 

-3V 

Tr7 (n) コレク担波形

〔図 － 6 〕

8.-3 分周囲路（第四段）

〔図ーマ〕の楠成で 2石のトランジスターによって二安定発振回路（フ リップフロ

ツプ回路）を形成し入力信号のはいるごとに左右のトラ ンジスタが交互に動作し1/2

の信号が得られます。

Ci ；~，ー トラン＇.／？－.：？ - I 
最下事 i

入力

仁図ーマ〕

第四段は 1:3D.6l2Hz :x. ~令＝ 65 .306 Hzとなります。この出力波形は分周一段から

三段のものとは異なり〔図－ 8〕のようにまE形波となり分周と波形整形を同時に行な

っています。

〔図－ 8〕にTr9のオシログラフの波形を示します。

。

-3 ' 
Trg (P）コレクタ波形

〈図 － a〕
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8. -4 緩衝増幅回路

〔図 －9〕の椛成でこの回路は緩衝の役目 をし， 前項の分間回路に悪影響を与えな
いように高抵抗で入力をとり増幅して出力側に出力レベルを一定にするようタ・イオー
ト・を採用し，それぞれ次のモータ一回路へ同期信号・を送ります。

入力一口－ Q-1：»~jj 

子〔岡 － 9〕

〔図－10〕に Trioのコ レクタ波形を出力点で測定した庁シログラフ波形は次のとお
りです。 ov 

-3.0 v 

8.-5 モータ一回路

1'r10 {r）コレクタ波形

L図－ 10〕

モータ一回路の構成は〔図 － 11〕のとおりですが，モーターには検出コイルと駆
動コイルの捲線があり，まずモーターの回転子を始動しますと，ローター磁石によっ
て検出コイルに発電されます。この電流はフイノレタ ーを通ってトラ ンジスターにはい
り増幅されて駆動コイルに電流が祈れロー ターは加速されて速度を増していき，その
ため検出コイノレの発電も強くなり ますます回転速度が上昇します。この速度の上限は
フイノレターのコンデンサーの容量を加減して調整します。この状態で信号入力を加え
るとその信号と同期した，いわゆるシンク ロナスモーターとして同期回転を続け一定

速度で次の輸列機構を回転します。

人力 骨＝ー骨。
L図 － 11〕
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Trllのオシログラ フ波形は 〔i週－12〕のとおnです。

kコ［守どベt
v 、

Tr11 (t） コレク担波形

L凶－ 12) 

8.-6 輪ヂ！勝構と指示機構

二番東

この機構は普通の時計とほぼ同様ですが，動力はモーターから伝えられます。モー

ターには回転子とともに逆転する慣性車が設けてあり外乱による影響を防止していま

す。モーターの始動はスタート，ストップボタンを動作することにより行ないます。

秒修正機構は四番車と五番車の聞に遊星車大および小の車を設け，遊星小歯車は四番

車と同軸のツメ車座に偏心して取り付けてあり， この車はツメ寧の回転とともに四番

車の歯車を回転するようになっております。

この機構は秒針を止めることなく秒修正が進み遅れ双方定盤的にできます。
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